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みんなの厄払い
　　　人形と共に



日
田
祇
園
祭

　
日
田
の
夏
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
も
の
と
言

え
ば
日
田
祇
園
祭
。
皆
さ
ん
は
こ
の
祭
り
の
名

前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
田
祇
園
祭
は
、
毎
年
７
月
20
日
過
ぎ
の

土
・
日
曜
日
に
隈
八
坂
神
社
・
竹
田
若
宮
神

社
・
豆
田
八
阪
神
社
の
三
社
で
行
わ
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
祭
礼
行
事
で

す
。
そ
の
始
ま
り
は
、
自
然
災
害
や
厄
除

け
、
疫
病
退
散
の
願
い
か
ら
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
田
祇
園
の
山
鉾
は
小
規
模
な
か
き

山
か
ら
始
ま
り
、
途
中
高
さ
な
ど
の
変
化
を
経

て
、
太
平
洋
戦
争
中
は
中
止
し
て
神
輿
の
神
幸

だ
け
行
う
な
ど
様
々
な
時
代
を
乗
り
越
え
、
現

在
の
高
い
山
鉾
で
日
田
祇
園
祭
は
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

みんなの厄払い　人形と共に　
１特集　夏の日田の暑い、熱い祭り　日田祇園祭

　
そ
し
て
、
祇
園
祭
の
と
き
に
見
ら
れ
る
山
鉾

９
基
の
巡
行
は
「
日
田
祇
園
の
曳
山
行
事
」
と

し
て
平
成
８
年
12
月
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
平
成

28
年
12
月
に
全
国
18
府
県
33
件
の
祭
礼
行
事
が

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
日
田
祇
園
祭
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
「
日
田
祇
園
人
形
」
を
紹
介
し
ま
す
。

日
田
祇
園
人
形

　
日
田
祇
園
人
形
は
山
鉾
に
乗
せ
る
、
日
本
の

伝
統
芸
能
の
一
つ
「
人
形
浄
瑠
璃
」
を
基
に
作

る
等
身
大
の
人
形
で
す
。
特
徴
は
頭
の
口
の

形
。
ど
の
頭
も
「
へ
」
の
字
に
曲
げ
た
口

や
「
阿
吽
」
を
表
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祇
園
人
形
は
背
中
か
ら
吊
る
し
て
山
鉾

に
乗
せ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
日
田
は
両
足

地
つ
き
の
人
形
で
す
。

　
９
基
の
山
鉾
の
日
田
祇
園
人
形
は
約
30
体
。

頭
と
手
足
は
使
い
ま
わ
さ
れ
、
人
形
師
に
よ
っ

て
頭
の
修
理
や
化
粧
直
し
か
ら
作
業
が
始
ま
り

ま
す
。
各
山
ご
と
に
外
題
（
テ
ー
マ
）
を
決

め
、
身
体
づ
く
り
を
始
め
、
衣
装
や
小
道
具
な

ど
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
が
全
て
完
成
し
、
集
団

顔
見
世
に
間
に
合
う
よ
う
に
各
町
内
と
日
程
調

整
を
し
、
人
形
師
が
１
基
ず
つ
飾
り
付
け
を
し

て
い
き
ま
す
。
　

▲「へ」の字の頭

▲平成30年　集団顔見世の様子

▲地つきの人形

　

日田祇園人形師　長嶋静雄さん

　
日
田
祇
園
人
形
を
作
る
の
は
人
形
師
で
あ
る

長
嶋
静
雄
さ
ん
。
今
回
は
、
長
嶋
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

苦
労
や
け
ど
楽
し
い

い
つ
か
ら
人
形
師
に
？

　
気
持
ち
は
小
学
校
６
年
生
の
と
き
。
当
時
、

日
田
林
工
で
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ

り
」
に
出
し
た
山
鉾
を
手
伝
っ
た
と
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
形
師
で
あ
っ
た
祖
父
（
清

さ
ん
）
や
父
（
作
造
さ
ん
）
、
衣
装
方
の
母

（
タ
ネ
ヨ
さ
ん
）
を
幼
い
と
き
か
ら
見
て
育

ち
、
人
形
は
い
つ
も
身
近
で
。
大
学
進
学
で
県

外
に
行
っ
て
い
た
け
ど
、
必
ず
祇
園
の
と

き
は
帰
っ
て
来
て
た
。
日
田
に
戻
っ
て

き
て
か
ら
本
格
的
に
人
形
作
り
の
手
伝
い
を
始

め
、
今
現
在
も
、
今
年
の
祇
園
の
た
め
に
作
成

中
で
す
。

人
形
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
や
っ
ぱ
り
山
鉾
に
人
形
を
飾
っ
て
完
成
し
た

と
き
は
感
動
し
ま
す
。
自
分
が
思
い
描
い

て
い
た
よ
う
に
出
来
上
が
る
と
嬉
し

い
。
ま
た
、
そ
れ
が
実
際
に
動
く
姿
や
、
そ
れ

を
見
る
お
客
さ
ん
の
表
情
を
見
て
も
感
動
し
ま

す
。
人
形
師
と
し
て
、
苦
労
す
る
の
は
外
題
を

決
め
て
、
人
形
の
構
想
を
す
る
こ
と
。
で
も
そ

れ
が
人
形
師
の
や
り
が
い
の
一
つ
で
楽
し
さ
で

も
あ
り
ま
す
。
山
鉾
は
動
く
も
の
。
だ
か
ら
、

ど
こ
か
ら
見
ら
れ
て
も
良
い
山
鉾
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
人
形
の
背

中
は
金
具
が
付
い
て
い
る
の
で
見
せ
て
は
な
ら

な
い
。
人
形
の
配
置
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
の

で
、
お
客
さ
ん
に
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
も
見
て
も

ら
え
る
と
、
も
っ
と
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

伝
え
た
い
こ
と
は
？

　
祇
園
と
は
「
悪
疫
鎮
護
」
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
。
昔
は
、
祭
り
が
終
わ
れ
ば
人
形
は

「
厄
が
つ
い
て
い
る
」
た
め
燃
や
し
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
厄
払
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
。
そ
れ
か
ら
、
少
子
化
で
将
来
日
田

祇
園
が
続
け
ら
れ
る
か
心
配
で
す
。
江
戸
時
代

か
ら
続
く
こ
の
伝
統
の
祭
り
が
途
切
れ
な
い
よ

う
に
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

弟
子
が
誕
生

　
現
在
、
長
嶋
さ
ん
の
親
戚
で
あ
る
池
永
大
洋

さ
ん
が
人
形
師
と
し
て
修
業
中
。
今
回
取
材
し

た
と
き
も
、
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

池
永
さ
ん
は
以
前
か
ら
祖
母
の
代
わ
り
に
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
前
か
ら
本
格
的

に
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。
「
祇
園
を
途
切
れ
さ

せ
た
く
な
い
」
と
語
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

祇
園
を
繋
ぐ
一
人
で
す
。

　
　

　
　
◆
今
年
の
集
団
顔
見
世

　
　
　
７
月
25
日
㈭
　
午
後
７
時
〜

　
　
◆
今
年
の
日
田
祇
園
祭

　
　
　
７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

げ
だ
い

か
ら
だ

か
し
ら
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れ
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祇園人形師の１年間の流れ

７月　日田祇園祭終了後　人形回収
　　　（手と頭は残して使いまわす）

１月　外題を考え始める

３月　外題を決める

４月　人形の身体の形を山鉾の寸法　
　　　で決める
　　　（山鉾の格好が分からないと身
　　　　体の寸法は決まらない）
５月　衣装や小道具を作り始める
      　観光祭終了後、本格的に作業を
      　開始する　　　
　　　（弟子や親戚の人たちも参加し   
     　 作業を進めていく）

７月　集団顔見世・日田祇園祭

集団顔見世が始まるまでに人形を
全て作り、各町内と日程調整をし、
一基ずつ飾り付けを行う

１
年
中
パ
ー
ツ
（
手
・
頭
）
作
り

　
そ
し
て
、
祇
園
祭
の
と
き
に
見
ら
れ
る
山
鉾

９
基
の
巡
行
は
「
日
田
祇
園
の
曳
山
行
事
」
と

し
て
平
成
８
年
12
月
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
平
成

28
年
12
月
に
全
国
18
府
県
33
件
の
祭
礼
行
事
が

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
日
田
祇
園
祭
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
「
日
田
祇
園
人
形
」
を
紹
介
し
ま
す
。

日
田
祇
園
人
形

　
日
田
祇
園
人
形
は
山
鉾
に
乗
せ
る
、
日
本
の

伝
統
芸
能
の
一
つ
「
人
形
浄
瑠
璃
」
を
基
に
作

る
等
身
大
の
人
形
で
す
。
特
徴
は
頭
の
口
の

形
。
ど
の
頭
も
「
へ
」
の
字
に
曲
げ
た
口

や
「
阿
吽
」
を
表
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祇
園
人
形
は
背
中
か
ら
吊
る
し
て
山
鉾

に
乗
せ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
日
田
は
両
足

地
つ
き
の
人
形
で
す
。

　
９
基
の
山
鉾
の
日
田
祇
園
人
形
は
約
30
体
。

頭
と
手
足
は
使
い
ま
わ
さ
れ
、
人
形
師
に
よ
っ

て
頭
の
修
理
や
化
粧
直
し
か
ら
作
業
が
始
ま
り

ま
す
。
各
山
ご
と
に
外
題
（
テ
ー
マ
）
を
決

め
、
身
体
づ
く
り
を
始
め
、
衣
装
や
小
道
具
な

ど
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
が
全
て
完
成
し
、
集
団

顔
見
世
に
間
に
合
う
よ
う
に
各
町
内
と
日
程
調

整
を
し
、
人
形
師
が
１
基
ず
つ
飾
り
付
け
を
し

て
い
き
ま
す
。
　

　

　
日
田
祇
園
人
形
を
作
る
の
は
人
形
師
で
あ
る

長
嶋
静
雄
さ
ん
。
今
回
は
、
長
嶋
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

苦
労
や
け
ど
楽
し
い

い
つ
か
ら
人
形
師
に
？

　
気
持
ち
は
小
学
校
６
年
生
の
と
き
。
当
時
、

日
田
林
工
で
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ

り
」
に
出
し
た
山
鉾
を
手
伝
っ
た
と
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
形
師
で
あ
っ
た
祖
父
（
清

さ
ん
）
や
父
（
作
造
さ
ん
）
、
衣
装
方
の
母

（
タ
ネ
ヨ
さ
ん
）
を
幼
い
と
き
か
ら
見
て
育

ち
、
人
形
は
い
つ
も
身
近
で
。
大
学
進
学
で
県

外
に
行
っ
て
い
た
け
ど
、
必
ず
祇
園
の
と

き
は
帰
っ
て
来
て
た
。
日
田
に
戻
っ
て

き
て
か
ら
本
格
的
に
人
形
作
り
の
手
伝
い
を
始

め
、
今
現
在
も
、
今
年
の
祇
園
の
た
め
に
作
成

中
で
す
。

人
形
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
や
っ
ぱ
り
山
鉾
に
人
形
を
飾
っ
て
完
成
し
た

と
き
は
感
動
し
ま
す
。
自
分
が
思
い
描
い

て
い
た
よ
う
に
出
来
上
が
る
と
嬉
し

い
。
ま
た
、
そ
れ
が
実
際
に
動
く
姿
や
、
そ
れ

を
見
る
お
客
さ
ん
の
表
情
を
見
て
も
感
動
し
ま

す
。
人
形
師
と
し
て
、
苦
労
す
る
の
は
外
題
を

決
め
て
、
人
形
の
構
想
を
す
る
こ
と
。
で
も
そ

れ
が
人
形
師
の
や
り
が
い
の
一
つ
で
楽
し
さ
で

も
あ
り
ま
す
。
山
鉾
は
動
く
も
の
。
だ
か
ら
、

ど
こ
か
ら
見
ら
れ
て
も
良
い
山
鉾
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
人
形
の
背

中
は
金
具
が
付
い
て
い
る
の
で
見
せ
て
は
な
ら

な
い
。
人
形
の
配
置
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
の

で
、
お
客
さ
ん
に
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
も
見
て
も

ら
え
る
と
、
も
っ
と
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
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わ
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。
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。
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７
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頭や手、足のパーツを作る
※角材に麦わらで肉付けする。稲わらは
柔いので麦わらを使うのがポイント！

各山鉾の外題を決める

人形に衣装を合わせる各山鉾に人形を飾る

新聞紙を貼り、身体を作る

衣装を作る
５６

外題とは
外題は、全ての山鉾に１つずつ割り当てられ、
これを基に人形の製作を行います。
その題材は歌舞伎や文楽、能・狂言といった日
本伝統芸能からの一場面を表しています。人気
の外題は、「源平盛衰記」などの軍記物や「巌
流島ノ決闘」、「里見八犬伝」など有名な作
品。外題のあらすじやその前後の逸話などを調
べてみると、より祇園を楽しめます。

長嶋さんおすすめ外題

　　　　「鬼一法眼　菊畑」

もとは源氏の臣下であった鬼一法眼は、平家の
平清盛に仕えることに…。牛若丸と鬼一の弟鬼
三太が、鬼一法眼の持つ兵法虎の巻を手に入れ
ようと試行錯誤するものの苦心する場面。
少年時代の義経（牛若丸）と再び源氏の世の中
を取り戻そうとする者たちの物語です。
※気になった人は詳細を調べてみてください。

げだい

きいちほうがん

ぶんらく

～日田祇園人形ができるまで～

５

完
成

１.長嶋さんの家の中。今年使用す
る人形でいっぱい。
２.人形作りに使う道具類。
３.弟子として奮闘中の池永さん。
４.祇園人形の衣装合わせ中。

５.衣装はこのミシンで仕上げます。
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歳入歳出

日田市の財政状況を見る！ ― ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひた ―

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　　合計

2億5,482万7千円
48億9,370万2千円
125億4,055万7千円
28億8,915万5千円
1億327万4千円

16億9,170万7千円
10億8,484万9千円
37億2,266万8千円
9億3,518万8千円
34億2,819万6千円
33億7,227万8千円
51億4,764万7千円

373万8千円
4,112万円

401億890万6千円

科目 予算現額

2億5,089万4千円
28億8,329万6千円
105億2,844万3千円
20億3,611万5千円

9,878万6千円
11億8,764万8千円
9億3,934万9千円
23億4,350万7千円

8億2,558万円
28億4,008万3千円
9億9,167万8千円
50億3,560万4千円

18万円
0円

299億6,116万5千円

３月末
支出済額

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
　　　　　合計

77億5,842万5千円
3億7,800万円

800万円
2,000万円
1,300万円

12億8,700万円
2,400万円
7,600万円
2,400万円

119億9,777万3千円
900万円

1億2,337万4千円
7億1,401万3千円
60億8,940万3千円
33億7,917万7千円
1億3,786万9千円
1億9,340万7千円
31億9,776万2千円
6億2,800万8千円
7億6,385万2千円
32億8,684万3千円
401億890万6千円

科目 予算現額

78億7,320万5千円
3億8,350万2千円
1,117万9千円
1,517万4千円
1,374万3千円

12億6,169万5千円
2,370万7千円
8,454万9千円
3,184万円

123億4,158万1千円
977万3千円

１億835万1千円
6億4,369万9千円
45億2,289万8千円
24億5,127万1千円
1億983万2千円
1億8,553万7千円

562万3千円
6億2,800万8千円
6億436万3千円

10億5,974万3千円
323億6,927万3千円

３月末
収入済額

　　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
予
算
は
、

４
０
１
億
８
９
１
万
円
で
、
平
成
29
年
度
と
比

較
す
る
と
38
億
９
０
７
４
万
円
（
８・８
％
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
を
見
る
と
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が

歳
入
総
額
の
29・９
％
を
占
め
る
１
１
９
億
９
７

７
７
万
円
と
な
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
が

77
億
５
８
４
３
万
円
で
、
歳
入
総
額
の
19・３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
支
出
金
が

23・
６
％
、
市
債
が
８・
２
％
で
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

  　
歳
出
予
算
を
目
的
別
に
見
る
と
、
障
が
い
の
あ

る
人
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て

支
援
な
ど
に
要
す
る
民
生
費
が
１
２
５
億
４
０
５

６
万
円
と
支
出
総
額
の
31・３
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
、
建
設
事
業
を
行
う
と
き
な
ど
に
借

入
し
た
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債
費
が
51
億

４
７
６
５
万
円
、
全
般
的
な
管
理
事
務
費
・
庁
舎

等
の
維
持
管
理
、
戸
籍
管
理
な
ど
に
要
す
る
総
務

費
が
48
億
９
３
７
０
万
円
。
ま
た
、
平
成
29
年
７

月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
か
ら
の
復
旧
に
要
す
る

災
害
復
旧
費
が
平
成
29
年
度
に
比
べ
る
と
10
億
８

７
６
０
万
円
減
の
33
億
７
２
２
８
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳入

歳出

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税
　　　合計

28億8,316万8千円
37億1,238万7千円
2億3,178万5千円
4億5,769万6千円
4,688万4千円

4億2,650万5千円
77億5,842万5千円

税目 予算現額

29億5,409万9千円
37億5,153万円
2億3,217万4千円
4億6,137万6千円
4,323万5千円

4億3,079万1千円
78億7,320万5千円

３月末
収入済額

市税の収入状況

※市民一人当たりの額は、平成31年３月31日現
在の人口65,225人で算出しています。
※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。

12,928,476.44ｍ2
9,274,261.80ｍ2
438,971.34ｍ2
734,783.64ｍ3
89,773.00ｍ3
4億1,922万円

4億5,971万2千円
3億1,402万6千円

182億5,594万2千円

有価証券
債権
出資金
基金（積立金）

土地

建物

立木

山林
その他

所有分
地上権分

市有財産の状況

市民一人当たりの　　
　　　額にすると・・・
　　　 歳入　約50万円
　　　 歳出　約46万円

平
成
30
年
度

日
田
市
の

財
政
状
況
を
見
る
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
地
方

交
付
税
等
が
、
市
に
ど
れ
く
ら
い

入
り
（
歳
入
）
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
た
の
か

（
歳
出
）
。
　

　
今
号
で
は
、
そ
ん
な
市
の
財
政

状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
市
で
は
、
毎
年
２
回
、
広
報
ひ

た
等
で
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
３
月
末
時
点
の

数
値
と
な
る
た
め
、
今
後
、
収
支

共
に
変
動
が
生
じ
ま
す
。
な
お
、

確
定
し
た
数
値
と
な
る
平
成
30
年

度
決
算
の
概
要
は
12
月
頃
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
財
政
係

　
☎
㉒
８
６
３
４
（
市
役
所
４
階
）

市税
77億5,843万円

(19.3%)

地方交付税
119億       
9,777万円
(29.9%)国・県支出金

94億6,858万円
(23.6%)

市債
32億          
8,684万円
(8.2%)

その他
67億5,990万円

(16.9%)

分担金及び負担金
1億2,338万円

(0.3%)
使用料及び手数料
7億1,401万円

(1.8%)

農林水産業費
16億9,171万円

(4.2%)

商工費
10億8,485万円

(2.7%)

総務費
48億9,370万円
（12.2%）

民生費
125億       
4,056万円
（31.3%）

衛生費
28億          
8,915万円
（7.2%）

土木費
37億2,267万円

（9.3%）

消防費
9億3,519万円
（2.3%）

公債費
51億         
4,765万円
（12.8%）

教育費
34億2,819万円

（8.6%）

災害復旧費
33億          
7,228万円
（8.4%）

その他
4億296万円
（1.0%）

歳入予算額
401億   
891万円

歳出予算額
401億   
891万円
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整備済面積：1,232.2ha
処理区域内人口：46,268人
水洗化人口：41,703人／水洗化率：90.1％

※令和元年度も引き続き取り組む事業も含まれています。

日田市の財政状況を見る！ ― ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひた ―

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業
　　　　　合計

会計区分

89億472万6千円
8億8,706万6千円
71億3,744万6千円
1億8,626万5千円
5億6,300万4千円
1,934万2千円
4,229万3千円

2億1,316万4千円
203万8千円

6億1,024万1千円
185億6,558万5千円

予算現額
３月末収入・支出済額

79億6,246万6千円
8億3,380万5千円
57億9,966万7千円

6,842万5千円
1億7,736万5千円

350万4千円
1,210万4千円
2,249万8千円
182万8千円

2億4,141万4千円
151億2,307万7千円

79億5,598万7千円
8億1,082万円

63億3,678万3千円
1億4,865万8千円
4億9,228万9千円
1,154万5千円
2,550万3千円
2億376万4千円

72万6千円
5億2,732万8千円

165億1,340万3千円

歳入 歳出

特別会計予算平成30年度に実施した主な事業

給水人口：48,876人／配水量：5,164,183㎥
１日最大配水量：15,946㎥
１日平均配水量：14,148㎥
一人１日最大配水量：326ℓ
総有収水量：4,595,975㎥／有収率：89.00％

予算区分 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億1,769万9千円
7億7,801万1千円
1億395万5千円

 2億9,024万2千円

水道事業
予算区分 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

18億5,915万円
18億5,490万1千円

5億1,708万円
 9億5,136万円

下水道事業

一般会計
診療所事業特別会計
簡易水道事業特別会計
給水施設事業特別会計
特定環境保全公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
情報センター事業特別会計
　　　合計

342億4,765万6千円
386万8千円

22億4,548万4千円
3,229万3千円

1億6,741万6千円
19億5,523万6千円

163万4千円
4億2,317万円

390億7,675万6千円

長期借入金の残高
一般会計
介護保険特別会計
　　　　 合計

50億円
5億円
55億円

一時借入金の残高

※端数処理のため合計と内訳は一致
しません。
※平成31年３月31日時点の額です。

や
り
が
い
と
魅
力
を
つ
く
る

〜
価
値
を
磨
き
続
け
る 

ひ
た
〜

◆県営経営体育成基盤整備事業
　　／622万円
◆木づかい促進事業
　　／5,402万円
◆ひたを担う人材育成事業
　　／297万円　

産業
振興

き
ず
な
を
強
め
る

〜
人
の
力
が
活
か
さ
れ
る 

ひ
た
〜

◆地域おこし活動推進事業・集落活動推
進事業
　　／7,558万円
◆定住交流促進事業
　　／2,987万円　
◆周辺地域活性化対策事業
　　／1,778万円

市民
協働

住
む
安
心
を
高
め
る

〜
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い 

ひ
た
〜

◆病児・病後児保育事業
　　／1,623万円
◆子ども医療費助成事業
　　／2億594万円　
◆自主防災組織活性化事業
　　／353万円

福祉

学
ぶ
楽
し
さ
を
増
や
す

〜
学
ぶ
機
会
に
満
ち
る 

ひ
た
〜

◆小・中学校確かな学力育成支援事業
　　／5,005万円
◆中学生学びアップ事業
　　／409万円
◆芸術・文化活用復興イベント開催事業
　　／1,240万円

教育・
文化

安
全
で
快
適
に
暮
ら
す

〜
便
利
も
快
適
も
そ
ろ
え
る 

ひ
た
〜

◆公共交通対策
　（コミュニティバス運行事業ほか）
　　／1億3,782万円
◆城内住宅建替事業
　　／2億9,860万円
◆雨水排水ポンプ配備事業
　　／2,147万円　

生活
基盤

水
と
緑
を
宝
に
す
る

〜
自
然
の
宝
を
光
ら
せ
る 

ひ
た
〜

◆美しいひたづくり推進事業
　　／766万円
◆３Ｒ（リデュース・リユース・リサイ
クル）推進事業
　　／267万円
◆浄化槽設置補助事業
　　／2,798万円

環境

用
語
説
明歳

入
歳
出 ・

一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の

う
ち
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
計
上

す
る
会
計

・
予
算
現
額
…
年
度
開
始
前
に
組
ま
れ
る

当
初
予
算
の
額
に
、
年
度
途
中
で
追

加
・
減
額
す
る
補
正
予
算
の
額
な
ど
を

合
計
し
た
額

・
収
入
済
額
…
市
が
歳
入
と
し
て
実
際
に

受
け
取
っ
た
額

・
支
出
済
額
…
市
が
歳
出
と
し
て
実
際
に

支
払
っ
た
額

・
市
税
…
「
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た

ば
こ
税
、
軽
自
動
車
税
」
な
ど
の
税
金

・
地
方
交
付
税
…
市
町
村
が
等
し
く
事
業

を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

・
地
方
譲
与
税
…
国
が
徴
収
し
た
自
動
車

重
量
税
等
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
、
交
付

さ
れ
る
お
金

・
分
担
金
及
び
負
担
金
…
地
方
公
共
団
体

等
の
事
業
で
利
益
を
受
け
る
人
に
負
担

し
て
も
ら
う
お
金

・
国
・
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定

の
事
業
に
対
し
て
国
又
は
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

・
市
債
…
市
の
借
入
金
で
償
還
が
１
年
を

超
え
て
行
わ
れ
る
も
の

・
繰
入
金
…
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い

た
お
金
を
取
り
崩
し
て
収
入
と
す
る
お
金

・
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費

・
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関

す
る
経
費

・
民
生
費
…
障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
経
費

・
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健

康
増
進
な
ど
の
経
費

・
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
振
興
の

た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の

経
費

・
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た

め
の
経
費

・
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
、
施
設

建
設
の
た
め
の
経
費

・
教
育
費
…
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
施

設
、
体
育
施
設
な
ど
の
建
設
・
整
備
・

運
営
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

・
災
害
復
旧
費
…
土
砂
崩
れ
な
ど
、
災
害

が
起
き
た
箇
所
の
原
状
復
帰
の
た
め
の

経
費

・
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た

お
金
（
市
債
）
の
返
済
（
元
金
・
利
子
）

な
ど
の
経
費
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問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）　
　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

令和元年度の国民健康保険税が決定しました

▼医療費の負担を軽減
　医療費の負担を軽減するために、以下の３つを普段の生活から心掛けましょう。
①ジェネリック医薬品を上手に活用する（窓口での負担額を減らしましょう）
②特定健診を受ける（早めに病気の予防をすることで、重症化を防ぎましょう）
③健康づくりに努める（適度な運動や適正な食生活を心掛け、健康になりましょう）

■本算定とは
　今回確定した税率と平成30年中の所得額や国民健
康保険に加入している人数などによって、年間の税額
を決定するものです。
■国民健康保険税の納め方
①納付書や口座振替で納める人（普通徴収）
　年間の税額から仮算定の税額を差し引いて、７月か
ら令和２年３月までの９か月で分割した額が月額と
なります。

②年金から天引きで納める人（特別徴収）
　年６回の年金支払いの際に国民健康保険税があらか
じめ差し引かれて振り込まれます。

※年金から天引きされている人も口座振替に変更すること
ができます。詳細は税務課市民税係にお問い合わせくだ
さい。

■国民健康保険税の減免
　国民健康保険税の減免は、納税義務者（世帯主）か
らの申請でその可否が決定され、以下に該当する人が
申請の対象になります。減免申請をする人は、納期限
までに、減免申請書とその理由を証明する書類を提出
する必要があります。
・災害などによって生活が著しく困難になった人
・平成31年４月以降に、生活保護法による生活扶助
を受けている人、又はこの状況に準じると認められ
る人

※倒産や解雇等によって離職した人を対象にした軽減制度
もあります。申請が必要ですので詳細は、健康保険課国
保・年金係にお問い合わせください。

▼ 国民健康保険証が新しくなります
　８月１日から、現在お使いの国民健康保険証が新し
くなります。８月以降は、新しく交付された保険証を
医療機関に提示してください。
　現在お使いの国民健康保険証は、７月末で有効期限
が切れます。新しい保険証は、７月中に簡易書留郵便
で世帯主宛てに郵送します。

切り取り線に沿って
切り取ってください

開いて、保険証を
一枚ずつ丁寧に剝
がしてください

※氏名等が「****」の保険証は無効ですので、小さく切って破棄してください。
※１通につき、３人分まで記載されます。ご注意ください。

便利な口座振替をご利用ください！

（年額）令和元年度 国民健康保険税の税率（額）

所得割額

均等割額

平等割額

限度額

（平成30年中の総所得金額等－
基礎控除33万円）×右記税率
（所得のある人個々に計算）

被保険者一人当たり
１世帯当たり

１世帯当たりの最高額

8.87％ 2.72％ 2.43％

25,800円 8,100円 9,600円
19,900円 6,300円 5,500円

61万円（+３万円） 19万円（変更なし） 16万円（変更なし）

算出方法
医療分

医療費や健康づくり事
業等の費用をまかなう
ためのもの

後期高齢者支援分
後期高齢者の医療に係
る費用を支援するもの

介護分
介護保険に係る費用を
負担するもの（40～64
歳の加入者のみ）

　国民健康保険に加入している世帯の所得額や人数などによって、それぞれの率や額で算出された税額の合計金額です。

▼ 国民健康保険税の計算方法

　低所得者の国民健康保険税の負担を減らすため、世
帯主及びその世帯の国民健康保険加入者の所得の合計
額が一定金額以下の場合、その世帯の「均等割額」と
「平等割額」が軽減されます。令和元年度から、５割
と２割の軽減対象になる所得金額が引き上げられ、軽
減対象世帯が拡充されました。

▼ 低所得者の軽減制度の拡充

　社会保険等の被保険者が75歳になり後期高齢者医療制度に移行することによって、扶養されていた人が国民健康
保険に加入した場合、保険税が減免されます。この減免期間が所得割額を除き２年間に限定されます。
※現在、減免の対象者で国民健康保険に加入し２年を経過している場合は、減免がなくなります。

▼ 旧被扶養者減免の減免期間の見直し

７割軽減

５割軽減

２割軽減

33万円以下
改正前　33万円＋（27.5万円×被保険者数）以下

改正前　33万円＋（50万円×被保険者数）以下
改正後　33万円＋（51万円×被保険者数）以下

改正後　33万円＋（28万円×被保険者数）以下

軽減の割合 所得基準額

新しい保険証が届いたら、
氏名・住所・生年月日を確認してください！
　記載内容が異なっている場合は、健康保険課にご
連絡ください。

※有効期限が切れた保険証は回収しませんので、ご自分
で小さく切って破棄してください。医療機関に預けて
いる人は返してもらいましょう。

※７月31日を過ぎても保険証が届かない場合は、健康保
険課にお問い合わせください。

納税通知書及び納付書は、７月中旬に国民健康保険の加入者がいる世帯主宛てに送付します。

新しいカードの
色は水色です！

国民健康保険税の本算定の納税通知書を送付します

　今年度は、平成30年度保険税率（額）を据え置くこととしました。なお、低所得者の保険税軽減の拡充、
旧被扶養者減免の減免期間の見直しは国の制度改正に合わせて実施します。
　また、子育て世帯の負担軽減のため、今年度から市独自の子供の保険税の減免を実施します。

　国民健康保険加入者のうち、中学生までの保険税均等割額を１人につき２分の１を
軽減します。国民健康保険税の均等割額は、加入者１人ひとりに定額がかかるもの
で、収入のない子供も含め、国民健康保険の加入者数×定額が課税されています。
・子供に係る１人当たりの均等割額33,900円（年間）を２分の１軽減
・所得等によって軽減対象となっている世帯は、軽減後の額を２分の１軽減
※７月に送付する本算定の納税通知書には、この軽減は反映されていません。
※この軽減を反映した変更の通知は、10月頃に送付する予定です。

▼ 子供の国民健康保険税を軽減ｎｅｗ
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市政情報ピックアップ

　植物教室

▼とき　７月20日㈯　午前９時～午後３時 ※小雨決行。

▼ところ　鯛生スポーツセンター

▼講師　郷土日田の自然調査会

▼対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

▼募集数　10人

　科学実験にチャレンジ！

▼とき　①７月20日㈯、②８月17日㈯　
　１回目　午前10時～10時40分
　２回目　午前11時～11時40分
　３回目　午後１時30分～２時10分
　４回目　午後２時30分～３時10分

▼ところ　①アオーゼ２階　第１会議室
　　　　　②アオーゼ３階　体験学習室

▼講師　ひた少年少女発明クラブ
※どなたでも参加できます。

　昆虫教室

▼とき　７月27日㈯　午前９時30分～午後３時 ※小雨決行。

▼ところ　萩尾公園

▼講師　昭和学園高校　五島英司 先生

▼対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

▼募集数　20人

　地質探検教室

▼とき　８月３日㈯　午前９時～午後４時

▼ところ　阿蘇火山博物館

▼講師　阿蘇火山博物館学芸員　他

▼入館料　一般860円、小学生430円

▼対象　小学生～高校生（小学生は保護者同伴）

▼募集数　25人

　干潟観察会
①中津市大新田浜

■とき　８月４日㈰　午前９時～午後４時 ※小雨決行。

■講師　水辺に遊ぶ会　足利由紀子 先生
②やながわ有明海水族館

■とき　８月17日㈯　午前９時～午後５時 ※小雨決行。

■入館料　大人のみ200円
【共通事項】

▼対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）

▼募集数　各25人

　夏の星座観察会

▼とき　８月９日㈮　午後７時30分～９時30分
※雨天の場合は博物館で星のお話会。

▼集合場所　桂林小学校グラウンド

▼講師　日田天文同好会

▼対象　一般

▼募集数　制限なし

▼とき　８月10日㈯　午前10時～11時30分
▼ところ　アオーゼ２階　第１会議室

▼対象　小学生（保護者同伴）
▼募集数　20人

※材料費500円が必要です。

　植物昆虫同定会

▼とき　８月18日㈰　午前10時～午後４時

▼ところ　アオーゼ２階　第１会議室

▼講師　郷土日田の自然調査会

▼対象　小・中学生

問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）

●もうすぐ夏休み！博物館イベントで夏を満喫しよう！
　参加を希望する人は、博物館に電話でお申し込みください（定員になり次第締め切ります）。
　集合場所は夏の星座観察会以外はアオーゼ駐車場です。集合場所には10分前までにお越しください。

博物館特別展
「はきものの歴史と日田下駄」展

▼とき　７月13日㈯～９月23日㈷
　　　　午前９時～午後５時
※入館は午後４時30分まで。　
※月曜日は休館（祝日の場合はその翌日）。　

▼ところ　アオーゼ３階　博物館企画展示室

▼入館料　無料

会期中のイベント
　特別講演会「日本における下駄の歴史」

●とき　７月21日㈰　午前10時30分～正午

●ところ　アオーゼ３階　体験学習室

●講師　元日本はきもの博物館学芸員
　　　　市田京子 先生

●募集数　50人（電話申込）

ホームセンターＧｏｏＤａｙとのコラボイベント
～木材できょうりゅうをつくってみよう！！～

各イベントの準備物等詳細は右記二次元
コードや市ホームページで確認、又は下
記に電話でお問い合わせください。

※弁当持参。

※弁当持参。

※弁当持参。

※弁当持参。

65歳以上の人へ
介護保険からのお知らせ
　65歳以上の人の介護保険料は、３年に１回、市町村ごと
に算定が行われ、平成30年度から令和２年度は年額６万６,
５００円（基準額）としています。さらに、世帯員の市民
税の課税状況や被保険者本人の所得額によって、９段階に
分かれます。

■納入通知書の送付
　納入通知書及び納付書は７月中旬に発送します。
　災害などの特別な事情がなく保険料を滞納すると、
滞納期間に応じて介護サービス利用時の自己負担割合
が増えたり、一時的に介護給付が差し止めになるなど
の制限が生じます。保険料は各納期限までに納付して
ください。

■介護保険料の納め方
　第１号被保険者として保険料を納めるのは、65歳の
誕生日の前日が属する月からです。　
保険料は通常、年金から差し引かれますが、年金の種
類や額によって下記の２通りに分かれます。
①年金から差し引かれる人（特別徴収）
②納付書で納める人（普通徴収）
　７月中旬に、８期分を一括同封して発送します。第
２期以降分の納付書は大切に保管し、各納期限までに
納付してください。
※年齢到達・転入等で資格取得してから間もない場合やその
他保険料の変更があり徴収区分が変更した場合は、一定期
間普通徴収になる場合があります。

■保険料の減免制度
　災害等によって被害を受けたり、事業の廃止等で所
得が激減したときや世帯全員の収入と貯えが一定金額
に満たないときは、減免を受けられる場合がありま
す。

問納入通知書・支払方法等について
　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

■介護サービスの利用者の負担軽減
　介護保険制度には、介護保険サービス利用者の負担
費用を軽減する制度があります。前年度対象者には申
請の案内と申請書を送付しています。既に認定証を持
っている人も更新申請が必要です。
【居住（滞在）費・食費の負担軽減】
　下記の介護サービスにおける居住（滞在）費と食費
を軽減
■介護サービスの種類　介護老人福祉施設（特別養護
老人ホーム）、介護老人保健施設、介護療養型医療
施設、介護医療院、ショートステイ
■対象者　以下の条件を全て満たす人
・世帯全員が市民税非課税
・世帯が異なる配偶者も市民税非課税
・預貯金等が１千万円以下（夫婦２千万円以下）等
■申請に必要なもの
　申請書・同意書（押印必要）、通帳等の写し
【社会福祉法人による介護サービス利用者負担軽減】
　社会福祉法人等が提供する介護サービスの利用者負担
額の１割、居住（滞在・宿泊）費、食費を軽減

■負担割合証の発送
　現在発行している負担割合証は７月31日で有効期限
が切れます。７月中旬に要介護認定者及び総合事業対
象者に新しい負担割合証を送付します。

問介護保険給付・サービスについて
　長寿福祉課介護保険係☎㉒８２６４（市役所１階）

詳細は各担当課に
お問い合わせください
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市政情報ピックアップ

　誰でもワークショップや自然体験、街歩きなどの地
域体験を手軽につくり、観光客等を招くことができま
す。まず、身の回りで体験してもらえることを見つ
け、始めてみませんか。

▼第１次募集期限　８月30日㈮

▼体験プログラムの例

　“晴れ男のハレ”による、まちなか活性化のアイデア
を「晴れまちプロジェクト」として形にし、まちなか
の創生を推進していきます。

▼募集地区　駅前・中央地区、豆田地区、
　　　　　　隈地区、天ヶ瀬温泉街地区

▼募集期限　７月31日㈬
※取り組めないものもあります。

●「いま、ここ、でしかできない地域体験」を始めませんか？
晴れまちプロジェクト始動！

採用予定数後期試験区分

２人一般事務
（社会人）
一般事務

（高校新卒者） １人

２人土木技術
（高校新卒者）

１人建築
（高校新卒者）

一般事務
（障がい者） １人

●市営住宅の入居者及び補欠者を募集

▼入居資格　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入
居している人や暴力団員の人は申込みできません）
①住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
②市税等の滞納がなく、これまでに市営住宅の明渡し
請求を受けたことがない人
③家族全員の所得合計金額が、月収15万８千円以下で
あること

※条件によっては、所得の上限が緩和されることがあります。
④同居の親族がいる人

▼申込方法　下記又は各振興局に備付けの申込用紙で
申込み（必要書類は世帯状況で異なるため窓口で確
認後お伝えします）

▼申込期限　７月31日㈬　午後５時
▼抽選日　　８月27日㈫　午前９時30分～　

　　　　　　市役所７階　大会議室
※空家戸数のない住宅に申込む場合は、補欠者としての申込
みとなります。補欠者は、次回の定期募集までに住宅に空
室が生じた時に入居できます。
※詳細は市ホームページをご覧ください。

▼入居者及び補欠者を募集する住宅

問建築住宅課住宅係☎㉒８２１８（市役所５階）

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

●日田市職員採用試験（後期試験）

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

　令和元年度日田市職員採用試験（後期試験）を下記のとおり実施します。
①社会人も受験しやすくするため、１次試験で教養試験又は総合適性検査（基礎能力）のいずれかを受験できます。
②総合適性検査（基礎能力）を受験する人は、全国の260試験会場で受験できます。

▼後期試験案内　
【市役所での受験者】　　　　　　　【テストセンターでの受験者】　　　
　とき　９月22日㈰　　　　　　　　  とき　９月18日㈬～９月23日㈷
　内容　教養試験、総合適性検査　　　内容　総合適性検査

▼受付期間　８月１日㈭～30日㈮（当日消印有効）

▼１次試験内容　
・教養試験又は総合適性検査（基礎能力）のいずれかと、総合適性検査（性
格検査）を受験

▼申込方法
　受験申込書等（８月１日㈭から市役所等で配布、又は市ホームページから
ダウンロード）に必要事項を記入の上、下記に持参又は郵送

※持参の場合は、土・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５時まで受け付けます。

▼申込先
　〒８７７-８６０１（住所記載不要）　総務課職員係（市役所４階）

▼採用予定時期　令和２年４月１日㈬

試験区分、受験資格等詳細は市ホームページ、又は右記
二次元コードからご確認ください。

※採用予定数は変更になる場合があり
ます。

※学歴・資格等の見込要件について
は、いずれも令和２年３月末日まで
の卒業（取得）となります。

※前期試験を受験した人は、後期試験
を受験できません。

●「消費生活」に関するアンケート結果について

問日田市消費生活センター☎㉒９３９３（市役所６階）

　日田市消費者団体連絡協議会と市が実施した、消費生活についての消費者アンケート調査結果の一部を紹介します。
　また、結果の詳細は市ホームページに掲載しています。

まんじゅう作り体験

普段の仕込み場所が体験空間となり、
体験者に皆さんの日常を感じてもらえます。
好きな時に、好きなだけ体験サービスを
提供してみませんか。

「 まちなかの創生 」アイデア募集中！

ハレ・ローラン
（地域おこし企業人）右記二次元コードから申込み、又は

右記にお問い合わせください。

消費者問題の発生時に
相談できる相手はいますか？

30％

44％

23％ ■消費生活センター
■家族・友人
■警察
■無回答

▼調査期間　平成30年11月13日～12月31日

▼調査対象　日田市内在住の消費者500人

▼日田市の消費生活相談実績
②平成30年度に多かった相談内容
　１．架空請求
　２．通信販売
　３．インターネット通信サービス
　４．改修工事等
　５．賃貸住宅契約関係
 　　  多重債務関係

①相談件数
　平成28年度　241件
　平成29年度　280件
　平成30年度　255件

「安心・安全なくらし」をお届けするために
　消費者被害が深刻化する中、悪質業者の手口は、年々複雑・巧妙化しており、
相談件数も例年200件を超えています。市では、平成28年４月に消費生活セン
ターを設置し、相談体制の強化、被害予防のための啓発を行っています。今後も
継続して住民の安心・安全な暮らし、消費者行政の推進に取り組みます。

一人で悩まず
まずはお電話を

左記二次元コードから
消費者問題で役立つ情
報等を確認できます。

地区 住宅名 空家戸数 摘要間取り
西有田 坂井町

三花 三和

桃山

光岡 月隈

朝日 朝日ヶ丘

桂林 城内

-

14

３

２
５

１
-

４
-
-

１

-

単身可

単身可
高齢者向
身障者向

竹田 南元町
元町

５
２

３ＤＫ
３Ｋ・４Ｋ
３Ｋ

３ＤＫ・２ＬＤＫ
２ＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ

豆田 丸の内 １
-

母子向
高齢者向

２
２ＤＫ
２ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ
２ＤＫ・３ＤＫ
２ＤＫ

２ＤＫ・３ＤＫ
１ＤＫ

３ＤＫ
３ＤＫ

再開発
再開発

シルバーハウジング

単身可

三芳

刃連町
20
１
-

３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ

車椅子使用者向
高齢者向

※桃山団地と刃連町住宅は、定期募集以降も募集しています。
※前・中・上津江、天瀬、大山地区の住宅は随時募集してい
ます。空室状況は各振興局にお問い合わせください。
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お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

町
名
表
示
板
、
住
居
番
号
表
示
板

の
再
交
付
を
受
付

住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域

（
住
所
が
○
番
○
号
で
表
示
さ
れ
て
い
る
地

域
）
で
は
、
玄
関
又
は
門
な
ど
建
物
の
入
口

付
近
に
「
町
名
表
示
板
」
、
「
住
居
番
号
表

示
板
」
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

表
示
板
が
剝
が
れ
た
り
、
文
字
が
読
み
に
く

い
場
合
は
、
無
料
で
再
交
付
し
ま
す
の
で
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
（
例
）

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

７
月
中
旬
に
、
第
１
期
分
か
ら
第
４
期
分
、

１
年
間
分
（
４
期
分
一
括
）
、
５
年
間
分

（
20
期
分
一
括
）
を
連
記
し
た
納
入
通
知
書

（
平
成
30
年
度
以
前
か
ら
納
入
し
て
い
る
人

に
は
、
第
１
期
分
か
ら
第
４
期
分
、
１
年
間

分
、
残
期
一
括
分
を
連
記
し
た
も
の
）
を
送

付
し
ま
す
。
納
入
方
法
を
選
び
納
期
限
（
７

月
31
日
㈬
）
ま
で
に
市
内
の
各
金
融
機
関
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
１
期
分
送
付
時
に
第
２
期
分
か
ら
第
４
期

分
の
納
入
通
知
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
紛
失
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
１
期
分
を
納
入
し
た
人
は
、
第
２
期
分

か
ら
第
４
期
分
を
次
の
時
期
ま
で
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

・
第
２
期
分
　
９
月
末

・
第
３
期
分
　
11
月
末

・
第
４
期
分
　
令
和
２
年
２
月
末

※
１
年
間
分
・
５
年
間
分
・
残
期
分
を
一
括
で

納
入
し
た
場
合
は
、
前
納
報
奨
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買
、
相
続

等
に
よ
る
所
有
権
移
転
が
あ
っ
た
人
は
、
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
庶
務
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
等
の
請

求
と
処
理
状
況
（
平
成
30
年
度
）

個
人
情
報
開
示
等
の
請
求
と
は
、
個
人
情

報
の
開
示
請
求
及
び
訂
正
等
（
訂
正
・
削

除
・
目
的
外
利
用
の
停
止
）
の
請
求
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

公
文
書
の
情
報
公
開
請
求

・
請
求
件
数
　
86
件

・
処
理
状
況
　
公
開
48
件
、
部
分
公
開
28

件
、
非
公
開
０
件
、
不
存
在
９
件
、
取

下
げ
３
件

・
公
開
率
　
100
％

・
審
査
請
求
　
０
件

※
1
件
の
請
求
に
複
数
の
決
定
が
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
請
求
件
数
と
処
理
件
数
は

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

※
部
分
公
開
・
非
公
開
…
公
開
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
企
業
の
利

益
を
侵
害
し
た
り
、
市
政
の
公
正
・
適
正
な

事
務
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
も
の
。

※
不
存
在
…
該
当
す
る
公
文
書
が
存
在
し
な
い

も
の
。

※
審
査
請
求
…
決
定
通
知
書
に
対
し
、
不
服
申

　
立
て
を
す
る
も
の
。

個
人
情
報
の
開
示
等
請
求

・
請
求
件
数
　
14
件

・
処
理
状
況
　
開
示
０
件
、
部
分
開
示
13

件
、
不
開
示
０
件
、
不
存
在
１
件
、
取

下
げ
０
件

・
開
示
率
　
100
％

・
審
査
請
求
　
０
件

※
個
人
情
報
の
訂
正
等
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

ん
で
し
た
。

公
文
書
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
等

の
請
求
手
続
方
法

■
請
求
で
き
る
人

・
情
報
公
開
　
全
て
の
人

・
個
人
情
報
開
示
等
　
本
人
及
び
市
長
が

定
め
る
代
理
人
等

※
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
提
示
が

必
要
。

■
請
求
方
法
　
所
定
の
様
式
で
請
求

※
情
報
公
開
の
請
求
の
み
郵
送
や
メ
ー
ル
、
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
請
求
で
き
ま
す
。

■
請
求
費
用

・
閲
覧
　
無
料

・
写
し
の
交
付
　
コ
ピ
ー
（
Ａ
３
サ
イ
ズ

以
下
１
枚
10
円
、
カ
ラ
ー
の
場
合
は
１

枚
50
円
）

※
電
磁
的
記
録
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
な
ど
）
は
種
類
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
郵
送
料
　
自
己
負
担

※
公
文
書
（
個
人
情
報
）
を
公
開
（
開
示
）
で

き
な
い
場
合
は
、
決
定
通
知
書
に
そ
の
理
由

を
記
載
し
ま
す
。

※
決
定
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
審
査
請
求
が
で
き
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

「
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ

ス
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
住

所
地
や
本
籍
地
の
市
町
窓
口
に
行
く
事
な

く
、
勤
務
地
・
就
学
地
な
ど
の
最
寄
り
の

県
内
市
町
役
場
の
窓
口
で
、
住
民
票
の
写

し
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
、
各
種
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
（
姫
島
村
を
除
く
）
。

※
別
途
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
利
用
で
き
る
人
は
、
広
域
窓
口
参
加
市
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
委
任
状
に
よ
る
請
求
は
で
き
ず
、
本
人
の
み

で
す
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
７
月
19
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
18
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
力
で
木
材
製

品
を
開
発
・
改
良
し
ま
せ
ん
か

市
内
に
事
業
拠
点
を
置
く
個
人
、
法
人
事

業
者
、
又
は
任
意
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
活

用
し
た
日
田
材
製
品
の
開
発
・
改
良
を
支

援
し
ま
す
。

■
主
な
条
件

・
日
田
材
の
ス
ギ
又
は
ヒ
ノ
キ
を
主
に
使

用
す
る
こ
と

・
事
業
完
了
後
に
成
果
物
と
し
て
製
品
を

提
出
す
る
こ
と

■
対
象
経
費
　
事
業
期
間
内
に
お
け
る
調

査
費
、
試
作
費
、
実
験
費
、
そ
の
他

■
採
択
件
数
　
２
件
程
度

※
面
接
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

■
説
明
会
日
時
・
場
所

　
７
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

※
説
明
会
へ
の
参
加
希
望
者
は
左
記
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
19
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
及
び
そ
の
関
係
者

を
対
象
に
、
家
庭
で
の
接
し
方
や
教
育
等

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
23
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
別
館
３
階

■
申
込
期
限
　
８
月
２
日
㈮

問
大
分
県
立
盲
学
校 

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

　
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

20
歳
前
障
害
基
礎
年
金
の
所
得

状
況
届
の
提
出
が
不
要
に

毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
「
ハ
ガ

キ
の
所
得
状
況
届
」
は
、
今
後
原
則
と
し

て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

年
金
機
構
が
前
年
分
の
所
得
情
報
の
提
供

を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
受
給
者
に
は
届
出
に
関
す
る

必
要
な
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
又

は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
分
の
免
除
等
の
申
請
を
希
望
す
る

人
は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

等
）
・
印
鑑
（
認
印
）
を
持
参
し
、
年
金

事
務
所
、
又
は
健
康
保
険
課
や
各
振
興
局

の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
格
　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以

下
で
あ
る
こ
と

※
失
業
・
退
職
が
理
由
で
免
除
を
希
望
す
る
人

は
、
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
10

年
間
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
免
除
・
猶
予
対
象
期
間

　
令
和
元
年
７
月
〜
令
和
２
年
６
月

※
年
金
の
1
年
度
は
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま

で
で
す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
不
安
や
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
７
月
７
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
音
楽
練
習
室

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。
　

■
と
き
　
７
月
８
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
５
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者

遺
児
を
対
象
に
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
と
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
遺
族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
　

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

「
ぼ
く
ら
の
美
術
館
」
開
催
中

ア
オ
ー
ゼ
の
所
蔵
作
品
を
紹
介
す
る
「
ぼ

く
ら
の
美
術
館
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
限
　
８
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館
。
た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
が
休
館
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
美
術
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら

日
田
で
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
７
月
６
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

②
７
月
13
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

③
７
月
20
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

④
７
月
27
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

在
宅
ワ
ー
ク
入
門
セ
ミ
ナ
ー

在
宅
ワ
ー
ク
と
は
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
等
を

使
用
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き

る
働
き
方
の
こ
と
で
す
。
今
回
、
在
宅
ワ

ー
ク
の
基
礎
知
識
や
心
構
え
等
を
分
か
り

や
す
く
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
７
月
17
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ス
タ
ジ
オ
1

■
講
師
　
株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム
代

表
取
締
役
　
堤 

香
苗 

氏

■
募
集
数

　
30
人
（
先
着
順
・
予
約
必
要
）

■
参
加
費
　
無
料

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り
。

※

申
込
み
は
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
政
福
祉
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
２
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

プ
ー
ル
監
視
員

■
と
き
　
７
月
19
日
㈮
〜
８
月
26
日
㈪

　
午
後
12
時
30
分
〜
５
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
Ｂ
＆
Ｇ
大
山
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
プ
ー
ル

■
募
集
数
　
５
人
程
度

■
条
件
　
18
歳
以
上
で
週
３
日
以
上
勤
務

が
で
き
る
人

※
高
校
生
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

子
ど
も
環
境
バ
ス
ツ
ア
ー

　市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、
川
と

水
の
大
切
さ
を
学
習
す
る
「
子
ど
も
環
境
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
市
内
三
隈
川
か
ら
有
明
海
河
口
ま

で
の
環
境
施
設
等
を
巡
り
ま
す
。

■
と
き
　
７
月
30
日
㈫

　
午
前
７
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
弁
当
は
各
自
持
参
。

■
募
集
数
　
40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
応
募
方
法
　
環
境
課
備
付
け
又
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

応
募
用
紙
を
環
境
課
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
又
は
持
参

■
申
込
期
限
　
７
月
12
日
㈮

※
電
子
申
請
有
り
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
企
画
推
進
係
（
市
役
所
２
階
）

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

☎
㉒
８
３
５
７
　 

㉒
８
２
４
１

　
　kankyo@

city.hita.oita.jp

弓
道
教
室
（
初
心
者
向
け
）

受
講
生

■
と
き
　
８
月
２
日
㈮
〜
10
月
25
日
㈮
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
市
弓
道
場

　
（
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
）

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円

　
（
教
材
費
等
含
む
）

※
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

を
記
入
の
上
、
左
記
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
弓
道
連
盟
事
務
局
（
毛
利
方
）

　
〒
８
７
７
‐
０
０
５
１
　
大
字
高
瀬
63
‐
９

　
☎
０
９
０
‐
９
５
９
８
‐
２
８
９
５
（
毛
利
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

「
放
送
大
学
」
10
月
生
募
集

放
送
大
学
は
通
信
制
の
大
学
で
す
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
８
月
４
日

㈰
・
８
月
18
日
㈰
・
９
月
１
日
㈰

■
出
願
期
限

・
第
１
回
　
８
月
31
日
㈯

・
第
２
回
　
９
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
７
‐
６
７
‐
１
１
９
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

夏
休
み
も
の
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー

　市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
バ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
５
日
㈪
　
午
前
９
時

■
見
学
先
　
市
役
所
発
〜
三
隈
工
業
㈱
〜

中
央
発
条
工
業
㈱
（
昼
食
）
〜
㈱
朝
日

木
工
〜
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
日
田
事
業
所

〜
市
役
所
着
（
午
後
４
時
30
分
）

※
弁
当
及
び
飲
み
物
は
各
自
持
参
。

■
募
集
数
　
40
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
住
所
、
お
子
さ
ん
の
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
名
、
昼

間
の
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
又
は
メ
ー
ル
に
て
左
記
に
申
込
み

■
申
込
期
限
　
７
月
19
日
㈮

問
日
田
市
工
業
連
合
会
事
務
局
（
商
工
労
政
課

地
域
産
業
支
援
係
内
）
（
市
役
所
３
階
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
　 

㉒
８
２
４
６

　
　shokoh@

city.hita.oita.jp

自
衛
官
採
用
試
験

■
募
集
種
類
　
①
航
空
学
生
、
②
一
般
曹

候
補
生
、
③
自
衛
官
候
補
生

■
募
集
期
限
　
９
月
６
日
㈮

■
試
験
日

①
…
…
９
月
16
日
㈷

②
・
③
９
月
21
日
㈯

■
対
象

①
…
（
海
上
）
18
歳
以
上
23
歳
未
満

　
　
（
航
空
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満

②
・
③
…
…
…
18
歳
以
上
33
歳
未
満

※
詳
細
は
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地

域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

市
民
課
生
活
安
全
係

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

原
木
し
い
た
け
栽
培
研
修
生

し
い
た
け
栽
培
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

①
栽
培
基
礎
研
修

■
対
象
　
し
い
た
け
生
産
へ
の
就
農
を
目

指
し
て
い
る
人
、
就
農
間
も
な
い
人

■
研
修
期
間
　
９
月
〜
３
月
ま
で
の
期
間

の
う
ち
日
曜
日
の
４
日
間

■
研
修
場
所
　
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指

導
セ
ン
タ
ー
（
豊
後
大
野
市
）

■
募
集
数
　
40
人

②
生
産
現
場
通
型
研
修

■
対
象
　
既
に
し
い
た
け
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
将
来
年
３
万
駒
植
菌
す
る
予
定
の
人

■
研
修
期
間
　
10
月
〜
３
月
ま
で
の
最
大

12
日
間
（
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場
）

■
募
集
数
　
５
人

〈
①
・
②
共
通
事
項
〉

■
参
加
費
　
無
料

※
研
修
先
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
等
は
自
己
負
担
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎

茸
第
２
班
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校
及
び

竹
林
楽
校
通
型
研
修
受
講
生

地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
た
け
の

こ
生
産
な
ど
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人
を
対
象
に
研
修
を
行
い
ま
す
。

①
た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校

■
研
修
期
間
　
10
月
中
旬
、
２
月
下
旬
、

３
月
下
旬
の
全
３
回

■
研
修
場
所

　
大
分
県
日
出
町
、
福
岡
県
八
女
市
等

※
研
修
は
現
地
集
合
で
す
。

■
募
集
数
　
40
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
。

②
竹
林
楽
校
通
型
研
修

■
研
修
期
間
　
10
月
〜
３
月
の
う
ち
数
回

■
研
修
場
所

　
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場
等

■
募
集
数
　
４
人

※
伐
竹
作
業
を
こ
れ
か
ら
開
始
、
又
は
既
に
実

施
し
て
い
る
人

〈
①
・
②
共
通
事
項
〉

■
参
加
費
　
無
料

※
研
修
先
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
、
材
料

費
に
つ
い
て
は
一
部
負
担
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈬

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎

茸
第
２
班
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
建
具
な
ど
住
ま
い
の
傷
み
に
つ

い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
７
月
14
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

田島２丁目

６－１

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

▲平成 30年度事業で
　商品開発された製品
　「３次元立体パズル」

2019. 7. 1　広報ひた広報ひた　2019. 7. 1 1617



こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

ＬＧＢＴだけじゃない？～多様な性～

　「ＬＧＢＴ」という言葉を耳にする機会が増
えてきたのではないでしょうか。ＬＧＢＴは女
性同性愛者の「レズビアン（Ｌ）」、男性同性
愛者の「ゲイ（Ｇ）」、両性愛者の「バイセク
シャル（Ｂ）」、身体と心の性別に違和感があ
る人を指す「トランスジェンダー（Ｔ）」の頭
文字をとった呼び方ですが、これ以外にも多様
な性的指向（どのような性別の人を好きになる
か）や性自認（自分の性をどのように認識して
いるか）があります。
　例えば恋愛感情を持たない「アセクシャル」
や自分の性が定まっていない、または意図的に
定めていない状態の「クエスチョニング」など
のように、近年では様々な性に関する考え方も
世間に知られるようにもなってきました。
　このため、ＬＧＢＴのように個人を属性に当
てはめるのではなく、全ての人が持つものであ
るとして「Sexual Orientation」（性的指向）
と「Gender Identity」（性自認）の略称であ
る「ＳＯＧＩ（ソジ又はソギ）」という呼び方
が国連等を中心に使われるようになってきまし
た。
　このように社会全体には多様な性に対する理
解が少しずつ広まってきていますが、一方で周
囲の理解が得られず、未だ苦しんでいる人がい
ることも事実です。同性愛等に理解を持たない
アパート等の大家や不動産業者から賃貸契約を
断られるなどのように周囲の無理解や偏見から
くる言動によって傷付いたり、不利益を受けて
しまったりする「ＳＯＧＩハラスメント」とい
う問題も出てきているのです。
　人権を取り巻く社会が多様化していく中で、
何かの枠組みに無理やり当てはめる必要はあり
ません。誰もが自分らしく生きられるとともに
互いを認め合う社会の実現には、一人ひとりに
個性があり、それぞれが違うことを当たり前で
あると理解し、広げていくことが重要なので
す。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

くらしの情報次回の広報ひた７月15日号は、７月16日㈫に発送します。Information ７.１

町
名
表
示
板
、
住
居
番
号
表
示
板

の
再
交
付
を
受
付

住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域

（
住
所
が
○
番
○
号
で
表
示
さ
れ
て
い
る
地

域
）
で
は
、
玄
関
又
は
門
な
ど
建
物
の
入
口

付
近
に
「
町
名
表
示
板
」
、
「
住
居
番
号
表

示
板
」
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

表
示
板
が
剝
が
れ
た
り
、
文
字
が
読
み
に
く

い
場
合
は
、
無
料
で
再
交
付
し
ま
す
の
で
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
（
例
）

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

７
月
中
旬
に
、
第
１
期
分
か
ら
第
４
期
分
、

１
年
間
分
（
４
期
分
一
括
）
、
５
年
間
分

（
20
期
分
一
括
）
を
連
記
し
た
納
入
通
知
書

（
平
成
30
年
度
以
前
か
ら
納
入
し
て
い
る
人

に
は
、
第
１
期
分
か
ら
第
４
期
分
、
１
年
間

分
、
残
期
一
括
分
を
連
記
し
た
も
の
）
を
送

付
し
ま
す
。
納
入
方
法
を
選
び
納
期
限
（
７

月
31
日
㈬
）
ま
で
に
市
内
の
各
金
融
機
関
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
１
期
分
送
付
時
に
第
２
期
分
か
ら
第
４
期

分
の
納
入
通
知
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
紛
失
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
１
期
分
を
納
入
し
た
人
は
、
第
２
期
分

か
ら
第
４
期
分
を
次
の
時
期
ま
で
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

・
第
２
期
分
　
９
月
末

・
第
３
期
分
　
11
月
末

・
第
４
期
分
　
令
和
２
年
２
月
末

※
１
年
間
分
・
５
年
間
分
・
残
期
分
を
一
括
で

納
入
し
た
場
合
は
、
前
納
報
奨
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買
、
相
続

等
に
よ
る
所
有
権
移
転
が
あ
っ
た
人
は
、
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
庶
務
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
等
の
請

求
と
処
理
状
況
（
平
成
30
年
度
）

個
人
情
報
開
示
等
の
請
求
と
は
、
個
人
情

報
の
開
示
請
求
及
び
訂
正
等
（
訂
正
・
削

除
・
目
的
外
利
用
の
停
止
）
の
請
求
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

公
文
書
の
情
報
公
開
請
求

・
請
求
件
数
　
86
件

・
処
理
状
況
　
公
開
48
件
、
部
分
公
開
28

件
、
非
公
開
０
件
、
不
存
在
９
件
、
取

下
げ
３
件

・
公
開
率
　
100
％

・
審
査
請
求
　
０
件

※
1
件
の
請
求
に
複
数
の
決
定
が
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
請
求
件
数
と
処
理
件
数
は

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

※
部
分
公
開
・
非
公
開
…
公
開
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
企
業
の
利

益
を
侵
害
し
た
り
、
市
政
の
公
正
・
適
正
な

事
務
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
も
の
。

※
不
存
在
…
該
当
す
る
公
文
書
が
存
在
し
な
い

も
の
。

※
審
査
請
求
…
決
定
通
知
書
に
対
し
、
不
服
申

　
立
て
を
す
る
も
の
。

個
人
情
報
の
開
示
等
請
求

・
請
求
件
数
　
14
件

・
処
理
状
況
　
開
示
０
件
、
部
分
開
示
13

件
、
不
開
示
０
件
、
不
存
在
１
件
、
取

下
げ
０
件

・
開
示
率
　
100
％

・
審
査
請
求
　
０
件

※
個
人
情
報
の
訂
正
等
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

ん
で
し
た
。

公
文
書
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
等

の
請
求
手
続
方
法

■
請
求
で
き
る
人

・
情
報
公
開
　
全
て
の
人

・
個
人
情
報
開
示
等
　
本
人
及
び
市
長
が

定
め
る
代
理
人
等

※
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
提
示
が

必
要
。

■
請
求
方
法
　
所
定
の
様
式
で
請
求

※
情
報
公
開
の
請
求
の
み
郵
送
や
メ
ー
ル
、
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
請
求
で
き
ま
す
。

■
請
求
費
用

・
閲
覧
　
無
料

・
写
し
の
交
付
　
コ
ピ
ー
（
Ａ
３
サ
イ
ズ

以
下
１
枚
10
円
、
カ
ラ
ー
の
場
合
は
１

枚
50
円
）

※
電
磁
的
記
録
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
な
ど
）
は
種
類
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
郵
送
料
　
自
己
負
担

※
公
文
書
（
個
人
情
報
）
を
公
開
（
開
示
）
で

き
な
い
場
合
は
、
決
定
通
知
書
に
そ
の
理
由

を
記
載
し
ま
す
。

※
決
定
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
審
査
請
求
が
で
き
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

「
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ

ス
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
住

所
地
や
本
籍
地
の
市
町
窓
口
に
行
く
事
な

く
、
勤
務
地
・
就
学
地
な
ど
の
最
寄
り
の

県
内
市
町
役
場
の
窓
口
で
、
住
民
票
の
写

し
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
、
各
種
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
（
姫
島
村
を
除
く
）
。

※
別
途
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
利
用
で
き
る
人
は
、
広
域
窓
口
参
加
市
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
委
任
状
に
よ
る
請
求
は
で
き
ず
、
本
人
の
み

で
す
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
７
月
19
日
㈮

　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
18
日
㈭
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
力
で
木
材
製

品
を
開
発
・
改
良
し
ま
せ
ん
か

市
内
に
事
業
拠
点
を
置
く
個
人
、
法
人
事

業
者
、
又
は
任
意
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
活

用
し
た
日
田
材
製
品
の
開
発
・
改
良
を
支

援
し
ま
す
。

■
主
な
条
件

・
日
田
材
の
ス
ギ
又
は
ヒ
ノ
キ
を
主
に
使

用
す
る
こ
と

・
事
業
完
了
後
に
成
果
物
と
し
て
製
品
を

提
出
す
る
こ
と

■
対
象
経
費
　
事
業
期
間
内
に
お
け
る
調

査
費
、
試
作
費
、
実
験
費
、
そ
の
他

■
採
択
件
数
　
２
件
程
度

※
面
接
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

■
説
明
会
日
時
・
場
所

　
７
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

※
説
明
会
へ
の
参
加
希
望
者
は
左
記
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
19
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
及
び
そ
の
関
係
者

を
対
象
に
、
家
庭
で
の
接
し
方
や
教
育
等

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
23
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
別
館
３
階

■
申
込
期
限
　
８
月
２
日
㈮

問
大
分
県
立
盲
学
校 

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

　
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

20
歳
前
障
害
基
礎
年
金
の
所
得

状
況
届
の
提
出
が
不
要
に

毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
「
ハ
ガ

キ
の
所
得
状
況
届
」
は
、
今
後
原
則
と
し

て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

年
金
機
構
が
前
年
分
の
所
得
情
報
の
提
供

を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
受
給
者
に
は
届
出
に
関
す
る

必
要
な
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
又

は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
分
の
免
除
等
の
申
請
を
希
望
す
る

人
は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

等
）
・
印
鑑
（
認
印
）
を
持
参
し
、
年
金

事
務
所
、
又
は
健
康
保
険
課
や
各
振
興
局

の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
格
　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以

下
で
あ
る
こ
と

※
失
業
・
退
職
が
理
由
で
免
除
を
希
望
す
る
人

は
、
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
10

年
間
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
免
除
・
猶
予
対
象
期
間

　
令
和
元
年
７
月
〜
令
和
２
年
６
月

※
年
金
の
1
年
度
は
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま

で
で
す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
不
安
や
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
７
月
７
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
音
楽
練
習
室

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。
　

■
と
き
　
７
月
８
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
５
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者

遺
児
を
対
象
に
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
と
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
遺
族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
　

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

「
ぼ
く
ら
の
美
術
館
」
開
催
中

ア
オ
ー
ゼ
の
所
蔵
作
品
を
紹
介
す
る
「
ぼ

く
ら
の
美
術
館
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
限
　
８
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館
。
た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
が
休
館
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
美
術
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら

日
田
で
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
７
月
６
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

②
７
月
13
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

③
７
月
20
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

④
７
月
27
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 
c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

在
宅
ワ
ー
ク
入
門
セ
ミ
ナ
ー

在
宅
ワ
ー
ク
と
は
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
等
を

使
用
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き

る
働
き
方
の
こ
と
で
す
。
今
回
、
在
宅
ワ

ー
ク
の
基
礎
知
識
や
心
構
え
等
を
分
か
り

や
す
く
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
７
月
17
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ス
タ
ジ
オ
1

■
講
師
　
株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム
代

表
取
締
役
　
堤 

香
苗 

氏

■
募
集
数

　
30
人
（
先
着
順
・
予
約
必
要
）

■
参
加
費
　
無
料

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り
。

※

申
込
み
は
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
政
福
祉
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
２
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

プ
ー
ル
監
視
員

■
と
き
　
７
月
19
日
㈮
〜
８
月
26
日
㈪

　
午
後
12
時
30
分
〜
５
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
Ｂ
＆
Ｇ
大
山
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
プ
ー
ル

■
募
集
数
　
５
人
程
度

■
条
件
　
18
歳
以
上
で
週
３
日
以
上
勤
務

が
で
き
る
人

※
高
校
生
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

子
ど
も
環
境
バ
ス
ツ
ア
ー

　市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、
川
と

水
の
大
切
さ
を
学
習
す
る
「
子
ど
も
環
境
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
市
内
三
隈
川
か
ら
有
明
海
河
口
ま

で
の
環
境
施
設
等
を
巡
り
ま
す
。

■
と
き
　
７
月
30
日
㈫

　
午
前
７
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
弁
当
は
各
自
持
参
。

■
募
集
数
　
40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
応
募
方
法
　
環
境
課
備
付
け
又
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

応
募
用
紙
を
環
境
課
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
又
は
持
参

■
申
込
期
限
　
７
月
12
日
㈮

※
電
子
申
請
有
り
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
企
画
推
進
係
（
市
役
所
２
階
）

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

☎
㉒
８
３
５
７
　 

㉒
８
２
４
１

　
　kankyo@

city.hita.oita.jp

弓
道
教
室
（
初
心
者
向
け
）

受
講
生

■
と
き
　
８
月
２
日
㈮
〜
10
月
25
日
㈮
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
市
弓
道
場

　
（
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
）

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円

　
（
教
材
費
等
含
む
）

※
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

を
記
入
の
上
、
左
記
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
弓
道
連
盟
事
務
局
（
毛
利
方
）

　
〒
８
７
７
‐
０
０
５
１
　
大
字
高
瀬
63
‐
９

　
☎
０
９
０
‐
９
５
９
８
‐
２
８
９
５
（
毛
利
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

「
放
送
大
学
」
10
月
生
募
集

放
送
大
学
は
通
信
制
の
大
学
で
す
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
８
月
４
日

㈰
・
８
月
18
日
㈰
・
９
月
１
日
㈰

■
出
願
期
限

・
第
１
回
　
８
月
31
日
㈯

・
第
２
回
　
９
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
７
‐
６
７
‐
１
１
９
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

夏
休
み
も
の
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー

　市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
バ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
５
日
㈪
　
午
前
９
時

■
見
学
先
　
市
役
所
発
〜
三
隈
工
業
㈱
〜

中
央
発
条
工
業
㈱
（
昼
食
）
〜
㈱
朝
日

木
工
〜
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
日
田
事
業
所

〜
市
役
所
着
（
午
後
４
時
30
分
）

※
弁
当
及
び
飲
み
物
は
各
自
持
参
。

■
募
集
数
　
40
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
住
所
、
お
子
さ
ん
の
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
名
、
昼

間
の
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
又
は
メ
ー
ル
に
て
左
記
に
申
込
み

■
申
込
期
限
　
７
月
19
日
㈮

問
日
田
市
工
業
連
合
会
事
務
局
（
商
工
労
政
課

地
域
産
業
支
援
係
内
）
（
市
役
所
３
階
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
　 

㉒
８
２
４
６

　
　shokoh@

city.hita.oita.jp

自
衛
官
採
用
試
験

■
募
集
種
類
　
①
航
空
学
生
、
②
一
般
曹

候
補
生
、
③
自
衛
官
候
補
生

■
募
集
期
限
　
９
月
６
日
㈮

■
試
験
日

①
…
…
９
月
16
日
㈷

②
・
③
９
月
21
日
㈯

■
対
象

①
…
（
海
上
）
18
歳
以
上
23
歳
未
満

　
　
（
航
空
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満

②
・
③
…
…
…
18
歳
以
上
33
歳
未
満

※
詳
細
は
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地

タ
ウ
ン
情
報

域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日
田
地
域

事
務
所
☎
㉔
０
８
０
９

市
民
課
生
活
安
全
係

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

原
木
し
い
た
け
栽
培
研
修
生

し
い
た
け
栽
培
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

①
栽
培
基
礎
研
修

■
対
象
　
し
い
た
け
生
産
へ
の
就
農
を
目

指
し
て
い
る
人
、
就
農
間
も
な
い
人

■
研
修
期
間
　
９
月
〜
３
月
ま
で
の
期
間

の
う
ち
日
曜
日
の
４
日
間

■
研
修
場
所
　
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指

導
セ
ン
タ
ー
（
豊
後
大
野
市
）

■
募
集
数
　
40
人

②
生
産
現
場
通
型
研
修

■
対
象
　
既
に
し
い
た
け
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
将
来
年
３
万
駒
植
菌
す
る
予
定
の
人

■
研
修
期
間
　
10
月
〜
３
月
ま
で
の
最
大

12
日
間
（
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場
）

■
募
集
数
　
５
人

〈
①
・
②
共
通
事
項
〉

■
参
加
費
　
無
料

※
研
修
先
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
等
は
自
己
負
担
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈬

問
大
分
県
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎

茸
第
２
班
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校
及
び

竹
林
楽
校
通
型
研
修
受
講
生

地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
た
け
の

こ
生
産
な
ど
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人
を
対
象
に
研
修
を
行
い
ま
す
。

①
た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校

■
研
修
期
間
　
10
月
中
旬
、
２
月
下
旬
、

３
月
下
旬
の
全
３
回

■
研
修
場
所

　
大
分
県
日
出
町
、
福
岡
県
八
女
市
等

※
研
修
は
現
地
集
合
で
す
。

■
募
集
数
　
40
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
。

②
竹
林
楽
校
通
型
研
修

■
研
修
期
間
　
10
月
〜
３
月
の
う
ち
数
回

■
研
修
場
所

　
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場
等

■
募
集
数
　
４
人

※
伐
竹
作
業
を
こ
れ
か
ら
開
始
、
又
は
既
に
実

施
し
て
い
る
人

〈
①
・
②
共
通
事
項
〉

■
参
加
費
　
無
料

※
研
修
先
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
、
材
料

費
に
つ
い
て
は
一
部
負
担
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈬

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎

茸
第
２
班
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
建
具
な
ど
住
ま
い
の
傷
み
に
つ

い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
７
月
14
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。
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まちの話題

楽しく歌いましょう
　５月18日、塚田のマリーヒルで、うた声喫
茶「70’～80’を唄おう！」が開催された。オープン
ガーデンのイベントとして「みんなで楽しく歌いま
しょう！」とマリーヒルが主催したもので、伴奏は
マリーヒルデュオが行った。参加者は、オカリナの
音色と共に青春時代に戻ったようだと懐かしみなが
ら、表情豊かに歌っていた。

あいさつで町を元気に！
　５月15日、前津江公民館であいさつ運動対面式
が行われた。この運動は平成25年度から実施され
ていて、前津江小・中学校の児童生徒を見守る活
動として行われている。式では、いつもお世話に
なっているスクールバスの運転手やあいさつ運動
推進員に対し「あいさつを通じて町や人を元気に
します！」と児童生徒が決意表明をした。

ＴＨＥ！山開き
　５月12日、第52回津江山系釈迦連峰山開きがスノ
ーピーク奥日田キャンプフィールドで行われた。式
典では餅まきや綱引き、藤蔭高等学校吹奏楽部の演
奏などが行われた。また「きこり体験」では、ヘル
メットをかぶり、のこぎりを持って杉の手入れを行
った。会場には足湯や町内外の出店も多数並び、爽
やかな初夏の風と輝く新緑の中、盛大に賑わった。

駅前からはじまるこれからのまちづくり
　５月22日、市民まちづくり学校が開催された。Ｊ
Ｒ日田駅２階と駅前広場の利活用に係る企画・運営事
業候補者の選定に携わった３人のパネリストから「公
共空間を活かしたまちづくり」についての講演が行わ
れた。公共施設などを活用したまちづくりの事例が紹
介され、今後の日田市のまちづくりに役立てようと会
場を訪れた参加者から質問が相次いだ。

いつまでも　続くけんこう　歯の力
　６月４日から10日の「歯と口の健康週間」に合
わせ、よい歯のコンクールが６月２日、パトリア日
田で開催された。コンクールは親子部門と高齢者部
門に分かれ、親子部門では３組、高齢者部門では２
人が審査を受けた。また、同じ会場で行われた無料
歯科検診では、歯磨き指導やフッ化物の無料塗布に
親子連れを中心に多くの市民が参加していた。

日田天瀬

きれいにさいたよ
　５月12日、ローズヒルあまがせで、第24回遊花
祭が開催された。朝日こども園・五馬保育園のファ
ッションショーやリュウソウジャーショーなどのス
テージイベントのほか、広場には、まちづくり団体
のテナントも出店し会場を盛り上げた。また、５月
１日から31日まで春のバラフェアが行われ、満開
に咲いたバラが訪れた人を楽しませていた。

いつ起こるか分からない災害に備えて
　６月２日、光岡小学校で「日田市合同防災訓練」
が実施された。訓練には400人以上が参加し、体育
館での防災講話やグラウンドでドローンによる情報
収集、土のう作製、初期消火などの訓練が行われ
た。参加者は新聞紙で作るスリッパ等のワークショ
ップ体験や講話を聞くことで、日頃からの訓練の大
切さを実感していた。

前津江

ドローンでもみまき
　６月12日、九州北部豪雨の被害を受け、田植機が
使用できない三河町の水田で、ドローンを活用したも
みまきの実証実験が行われた。この実験はドローンを
利用した作業労力の効率化やコスト低減を図る方法と
して活用を進めているもの。農事組合法人「小野谷」
は、この水田が復興のシンボルとなるよう、しっかり
管理して収穫に結びつけたいと話した。
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まちの話題

とび出さない！ルールを守り交通安全
　６月10日、おおやまこども園で交通安全教室が
開かれ、室内に設置された信号機や横断歩道を使
い、基本的な交通ルールなどを学習した。また、５
月に開かれた大山小学校の交通安全教室では、歩行
だけでなく自転車での安全指導も行われた。それぞ
れ年齢に応じた指導で子供たちは安全意識を養い、
一人ひとりがルールを守ることの大切さを学んだ。

大粒の雨も　演出に一役
　「第39回日田おおやま梅まつり」フォトコンテ
スト作品展が、６月27日まで大山公民館で開かれ
た。雨のメーンイベント会場で撮影した作品など
77点の応募があり、趣向を凝らした写真が並ん
だ。公開審査会で最優秀賞に選ばれた村上憲雄さん
の作品「元気いっぱい梅娘」は、雨の梅園で傘を差
し飛び跳ねる梅娘の笑顔が印象的だった。

自分たちの地域は自分たちで守る！
　６月２日、各自治会で防災訓練が開催された。自
治会長や消防からの避難を呼びかける放送で、住民
達は決められた場所に避難。上野田自治会では上津
江体育館に約110人が避難訓練を行い、終了後に地
区の防災士による防災講習会を開催した。資料を基
に「山地災害の危険信号」「警戒レベルや避難行
動、日頃からの備え」などの説明が行われた。

いきいきステップと健康な歯で長生き
　６月５日「いきいきステップ教室」に合わせ、歯
科講習会が上津江体育館で開催された。普段はステ
ップ運動で健康づくりを行っているが、この日は歯
科衛生士から「歯を失う原因の歯周病の予防方法」
などについて説明があり、参加者は「歯ブラシや歯
磨粉の選び方」などを質問。終了後は元気いっぱい
にステップ運動を行っていた。

大山

上津江

中津江

百花繚乱、エビネ展
　５月３日から６日にかけて、鯛生金山で毎年恒例
のエビネ展示会が開催された。エビネの見頃は通常
４月までだが、提供している西日本えびね会の工夫
によって、この時期まで開花が楽しめる。展示会に
は、交配の組合せによって色や形、香りが様々に変
化した希少な品種が数多く並び、訪れた観光客が色
鮮やかに咲く花々を楽しんでいた。

故郷の香り、今年も
　５月中旬から津江茶の茶摘みが行われた。一部の
新芽が遅霜の影響を受けたものの、今年も香りの良
い新茶を収穫することができた。津江茶は、中津江
村の特産品の一つであり、寒暖の差が大きく、昔か
ら良質な茶葉を生産してきた津江地域でも、人々が
ほっと一息つくときに欠かせない故郷の味となって
いる。

みんな大きくな～れ！
　５月23日、なかつえ保育園でちまき餠を作り、
子供の日を祝った。柔らかい餠を園児たちが小さな
手で形良くまとめ、エバと呼ばれる幅広の笹でくる
み、端午の節句ならではのおやつとなった。ふわふ
わとした餠を直接手にした園児たちは、手触りを楽
しみながら、作り上げたほんのり温かいちまき餠を
おいしそうに頬張っていた。

笑顔で健康づくり！
　５月23日、黒谷集落センターで健康相談が開催
された。市の担当保健師が訪れ、参加者から日頃の
暮らしや気になっていることなど健康に関する相談
を受けた。参加者は、野菜を多めにとることを推奨
する保健師からの説明に耳を傾けながら、お互いに
励んでいる畑仕事について話すなど、笑顔あふれる
楽しい時間となった。
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　７月13日㈯　
　午後３時～
　７月27日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

  

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①ミニトマトはへたをとって縦半分に切り、きゅうりは１㎝幅の半月切りに
する。

②ボウルに調味料を全て入れて、よく混ぜる。
③ミニトマトときゅうりを②のボウルに加え、ミニトマトをつぶさないよう
に、よく混ぜる。

④冷蔵庫で30分ほど冷やすと、味がなじんでよりおいしく食べられます。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

■材料■　（２人分）
ミニトマト　　 40g（４個程度）
きゅうり　50ｇ（中1/2本程度）

水分とビタミンがたくさん含まれたみずみずしい夏野菜は、夏バテや熱
中症予防にもおすすめです。
野菜をしっかり食べて、蒸し暑い日田の夏を元気に乗り切りましょう！

　
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
廣
瀬
淡
窓
は
、
菅

茶
山
・
頼
山
陽
と
並
ぶ
江
戸
時
代
後
期
の

三
大
漢
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
淡
窓
は
こ
の
二
人
と
も
交
友
が
あ
り

ま
し
た
。
茶
山
は
淡
窓
よ
り
34
歳
ほ
ど
年

上
で
、
淡
窓
が
漢
詩
文
を
学
ん
で
い
た
頃

は
す
で
に
有
名
な
漢
詩
人
で
し
た
。
淡
窓

は
27
歳
の
時
に
、
茶
山
と
親
し
い
と
い
う

人
に
依
頼
し
て
、
自
分
の
漢
詩
数
十
首
の

批
評
を
茶
山
に
乞
う
て
以
来
、
文
通
で
の

交
友
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
茶
山
は
、
備
後
国
神
辺
（
広
島
県
福
山

市
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
で
、
京

都
・
大
坂
で
学
ん
だ
後
、
故
郷
に
帰

り
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
」
と
い
う
私
塾
を
開

き
ま
し
た
。
漢
詩
集
「
黄
葉
夕
陽
村
舎

詩
」
を
刊
行
し
て
有
名
と
な
っ
た
後
、
福

山
藩
儒
官
を
務
め
、
塾
の
名
称
を
「
廉

塾
」
に
改
め
、
藩
の
郷
校
と
し
て
い
ま

す
。

　
茶
山
の
漢
詩
は
、
詩
材
を
身
近
な
生
活

に
求
め
た
写
実
的
な
宋
詩
風
の
詩
で
、
そ

れ
ま
で
日
本
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
唐
詩

風
の
詩
風
を
一
変
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
淡
窓
の
回
想
に
よ
る
と
「
15
歳
の

時
に
茶
山
の
名
を
聞
い
た
が
、
唐
詩
風
の

詩
を
学
ん
で
い
た
私
は
異
端
の
詩
だ
と
思

っ
て
専
ら
誹
っ
て
い
た
の
が
、
福
岡
の
亀

井
塾
で
そ
の
優
れ
た
詩
風
を
知
り
、
22
歳

頃
か
ら
宋
詩
を
本
格
的
に
独
学
し
て
宋
詩

風
を
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
27
歳
の
時
に

茶
山
に
自
分
の
詩
の
批
評
を
乞
う
た
の

だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
淡
窓
が
46
歳
の

時
、
養
子
の
謙
吉
（
旭
荘
）
が
四
国
讃
岐

の
金
毘
羅
宮
に
参
詣
し
、
そ
の
帰
り
に
神

辺
の
茶
山
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
淡
窓
44
歳
の
大
病
の
時
に
遥

か
に
金
毘
羅
宮
に
願
を
か
け
て
い
た
の
で

御
礼
参
り
に
行
か
せ
た
の
で
す
。
謙
吉
は

茶
山
を
訪
ね
て
２
か
月
あ
ま
り
滞
在
し
ま

す
が
、
そ
の
時
茶
山
は
80
歳
で
重
い
病
の

床
に
あ
り
、
謙
吉
は
毎
夜
病
床
に
看
侍
し

て
話
相
手
に
な
り
家
族
皆
か
ら
感
謝
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。
茶
山
か
ら
は
淡
窓

に
「
令
息
来
訪
、
そ
の
才
気
驚
く
に
堪
へ

た
り
。
暫
く
滞
留
あ
る
べ
き
由
、
拙
塾
の

光
華
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
」
と
便
り

が
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
備
中
備
前
を
遊
歴
す
る
謙
吉
の
た

め
の
紹
介
の
中
に
「
此
の
人
年
少
と
い
え

ど
も
詩
才
と
談
論
は
当
世
無
双
な
り
」
と

添
え
書
き
し
て
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
程

な
く
し
て
茶
山
は
亡
く
な
り
ま
す
が
、
謙

吉
に
言
付
け
て
形
見
の
硯
を
淡
窓
に
贈
っ

て
い
ま
す
。
淡
窓
は
「
此
の
人
、
極
め
て

人
の
善
を
称
し
人
の
美
を
挙
ぐ
。
余
、
名

を
山
陽
以
東
に
伝
ふ
る
こ
と
、
此
の
人
の

悠
揚
に
よ
る
こ
と
多
し
。
師
弟
の
名
な
し

と
雖
も
、
知
己
の
遇
、
思
は
ず
ん
ば
あ
る

べ
か
ら
ず
」
と
深
い
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
淡
窓
が
45
歳
、
大
病
が
癒
え
た

後
に
心
機
一
転
の
た
め
新
し
い
書
斎
を
建

て
た
と
き
、
以
前
茶
山
に
乞
う
て
書
い
て

も
ら
っ
て
い
た
「
淡

窓
」
と
い
う
扁
額
を

掲
げ
て
書
斎
の
名
と

し
た
と
あ
り
、
こ
の

頃
か
ら
一
般
に
「
淡

窓
先
生
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編　菅 茶山）　
　　淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち④

たんそうさん問世界遺産推進室☎㉒０２６８（咸宜園教育研究センター内）

大好き図書館！

ら
い
さ
ん
よ
う

トマトときゅうりのさっぱり和え

心の架け橋

　聴覚障がいの人が体調を崩し、病院を受診しまし
た。受付で、聴覚障がいであることをメモで伝え、診
察を待ちましたが、いくら待っても診察の順番が回っ
てきませんでした。受付に筆談で尋ねると「何度も名
前を呼んだが返事がないため、次の人に順番を回して
いた」とのことでした。結局、長時間待たされての診
察となりました。

●合理的配慮（それぞれの配慮と対応の仕方の一例）
　障がいのある人が、ない人と同様に、必要な時に必
要な情報を手に入れることができなければいけませ
ん。他の患者と同じように、診察の順番の情報を受け

取れるように、音声以外（筆談やジェスチャー等）で
順番を伝えることが必要です。
　聴覚障がいの人には、全く聞こえない、聞こえにく
いなど、人によって聞こえ方が違います。補聴器を使
っているとしても、雑音の中での聞き分けは難しく、
間違って聞き取ってしまうこともあります。
　病院の待合室などの、広くて人が行き交う場所での
呼び出しは、掲示板での呼び出し案内や、職員がその
人の所へ行き、目に見える形、若しくは肩をそっとた
たくなどして、声をかけるなどの配慮が必要です。

病院の待合室で長時間待たされた～聴覚障がいの人の事例～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

コ ラ ム

砂糖　　　 　　　　　  小さじ１
すりごま　　　　　　　小さじ１

ぼっかく

しょうゆ　　　　　　　小さじ１
酢　　　　　　　　　　小さじ２

土日 月 火 水 木 金

７月の休館日（○…休館日）
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　夏休みイベントの参加者を募集します。電話又は窓口でお申し込みください。（先着順）
※その他のイベントは別途配布するチラシや図書館だよりをご覧ください。

かん

2019夏休みイベント

新刊情報
初恋さがし
真梨幸子／著　
新潮社
　
　所長も調査員も全員が女性、「ミツコ調査事務所」の目玉
企画は「初恋の人、探します」。甘酸っぱい思い出の向こう
側に待つものとは。他人の不幸は甘い蜜、という思いを、心
のどこかに隠しているあなたに贈る、イヤミス極地点。
※イヤミス…イヤな気持ちになるミステリー。

▲牛乳パック
　で作った
　モビールカモメ

募集期間

び
ん
ご
の
く
に
か
ん
な
べ

こ
う
よ
う
せ
き
よ
う
そ
ん
し
ゃ

れ
ん

ご
う
こ
う

そ
し

き
ょ
く
そ
う

こ
ん
ぴ
ら
ぐ
う

ちゃざん

じ
ゅ
く

原資料：重要文化財 菅茶山関係資料
提  供：広島県立歴史博物館

「菅 茶山肖像画」

（定員になり次第締切）①自分だけのジグソーパズルを作ろう

とき　　８月３日㈯
　　　　午後２時～４時
ところ　淡窓図書館２階　研修室
対象　　小学３年生以下
募集数　20人

②自分の生まれた日を調べてみよう！

とき　　８月４日㈰
　　　　午後２時～４時
ところ　淡窓図書館２階　研修室
対象　　小学生
募集数　10人

③親子としょかんクッキング！

とき　　８月10日㈯
　　　　午前10時～午後１時
ところ　ウェルピア　調理室
対象　　小学生とその保護者
募集数　親子10組20人

④牛乳パックでモビールカモメを作ろう

とき　　８月11日㈰
　　　　午後２時～３時30分
ところ　淡窓図書館２階　研修室
対象　　小学４～６年生
募集数　20人
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和元年５月31日現在） 

■人口　
　65,280人
　（前月比-３人）
・男　30,887人
・女　34,393人
■世帯数
　27,379世帯

　リズムの日
　２日㈫・９日㈫　11:00～
　★わくわく制作（ミニ水族館作り）
　11日㈭　11:00～
　プール開き
　12日㈮　11:00～
　★チャレンジキッズ
　24日㈬　11:00～ ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　７月の主な催し　　

●七夕会
　６日㈯　10:30～
　リズム遊び
　11日㈭　10:30～
　夏休み工作
　27日㈯　10:30～
　

　 ９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　七夕飾り作り
　６日㈯　10:30～
●お話し会
　　10日㈬　10:30～
　　20日㈯　10:30～
　おしゃべり広場
　17日㈬　10:30～
　夏休み工作
　27日㈯　10:30～

●人形劇観劇
　６日㈯　10:00～11:00
●せいまお兄さんとあそぼう！
　23日㈫　10:00～11:00
●絵本の読み聞かせ
　25日㈭　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●ベビーマッサージ
　６日㈯　10:00～
※バスタオルを持参してください。
※予防接種後24時間以内の人は参加
　できません。
●親子英会話教室
　23日㈫　10:30～
★イクメンサタデイ②（水遊び）
　27日㈯　10:30～
※募集数15世帯。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★カレンダー作り
　８日㈪　11:00～12:00
●お誕生日会
　22日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●お水で遊ぼう
　24日㈬　11:00～
●身体計測
　25日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　８日㈪　11:00～
●プレママクラブ
　17日㈬　13:30～15:00
●リトミック
　22日㈪　11:30～12:00
●ツインズクラブ
　26日㈮　13:30～15:00

乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ７
　９月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　８月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・上手町）

こう

合使佑真ちゃん
ひ

高村妃奈美ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

小

小

乳

乳

 いろは な
長谷部彩栄ちゃん
（１歳・誠和町）

ちなつ
中𠩤 凱ちゃん
（１歳・清水町）

梅木理央奈ちゃん
（１歳・城町２丁目）

ゆうま すみれ う
坂本純恋ちゃん
（２歳・銭渕町）

武内羽音ちゃん
（２歳・三芳小渕町）

津軽文乃ちゃん
（３歳・財津町）

ふみの
手島 紅ちゃん
（２歳・北友田３丁目）

れんしん
堀 蓮心ちゃん
（１歳・城町１丁目）

江田奈々花ちゃん
（１歳・清水町）

　　　松原千夏ちゃん
（１歳・丸山１丁目）

小

小

髙倉一華ちゃん
（２歳・丸山１丁目）

いちか

諌山朔也ちゃん
（３歳・大山町西大山）

さくや

桒野真優ちゃん
（３歳・田島町）

まひろ
山本結心ちゃん
（３歳・下井手町）

ゆうし

松田望来ちゃん
（３歳・三本松新町）

み
楢原健太郎ちゃん
（３歳・誠和町）

けんたろう

 か な かい

みな り なお た

く

小

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９
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　大分県で開催される東京2020オリンピック聖火リレーの聖火ランナーを、以下のとおり募集します。

■募集数　　22人（予定）
■主な応募資格
・2008年４月１日以前に生まれた人（2020年４月１日時点で中学１年生以上）
・国籍、性別関係なし　　・大分県にゆかりがある人
・第３者の推薦がある人　・国会議員、地方公共団体の議員・首長などは対象外
■応募方法
①大分県ホームページから所定の応募フォームで申込み　②応募用紙を郵送
■申込先
　〒８７０-８５０１　大分県大分市大手町３丁目１番１号
　東京2020オリンピック聖火リレー大分県実行委員会（大分県企画振興部芸術文化スポーツ振興課内）
※12月以降、大分県実行委員会から当選の速報を連絡します。その後、東京2020組織委員会から、当選者にのみ当
　選通知を発表します。落選者には通知を行いません。
※詳細は東京2020オリンピック聖火リレー大分県実行委員会にお問い合わせください。

■募集期限　８月31日㈯

問東京2020オリンピック聖火リレー大分県実行委員会（大分県企画振興部芸術文化スポーツ振興課内）
　☎０９７-５０６-２０８５
　スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

東京2020オリンピック聖火リレー

聖火ランナー募集1206
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／
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編
集
／
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方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
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広報ひたは、資源保護のため植物油インキを使用しています。

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
公
務
員
の
不
祥
事
。
全
国
の
自
治
体
で
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
か
く
言
う
日
田
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
に
は
多
大
な
不
安
と
不

信
感
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、
ざ
ん
き

の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
起
き
た
事
案
を
振
り
返
る
と
、
多
く
は

「
う
っ
か
り
ミ
ス
」
や
「
怠
慢
」
な
ど
で
、
職
場
に
お
い

て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
聞
き

取
り
を
す
る
と
「
な
ぜ
？
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
大
半

で
、
往
々
に
し
て
「
緊
張
感
の
欠
如
」
に
起
因
し
て
い
る

も
の
が
多
く
、
併
せ
て
「
抱
え
込
む
、
隠
す
、
先
送
り
す

る
」
な
ど
、
個
人
の
資
質
に
起
因
す
る
も
の
も
散
見
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
市
役
所
と
し
て
は
、
個
人
の
資
質
に
帰

す
る
だ
け
で
な
く
、
組
織
内
で
の
情
報
や
意
識
の
共
有
が

徹
底
さ
れ
て
い
れ
ば
防
げ
る
事
案
で
、
組
織
の
問
題
と
し

て
捉
え
る
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
膨
大
な
残
業
時
間
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
い
わ
れ
る
就
業
実
態
の

あ
る
職
場
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
務
員
の
世
界
で

も
同
じ
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
過
労
死
な
ど
の

問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
先
日
、
中

央
官
僚
の
若
手
職
員
た
ち
に
よ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
官
僚
宣

言
」
な
る
も
の
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
公
務
員
で

も
、
中
央
省
庁
の
事
務
は
激
務
を
極
め
て
い
る
こ
と
で
有

名
で
、
１
か
月
に
２
０
０
時
間
を
超
え
る
残
業
が
あ
る
と

聞
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
職
場
環
境
を
改
革
し
「
自
分
、

家
族
、
同
僚
、
国
民
を
愛
し
、
そ
の
幸
せ
の
実
現
を
考
え

て
い
る
」
こ
と
を
大
前
提
と
し
、
様
々
な
働
き
方
・
職
場

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
職
員
自

ら
、
自
立
と
自
律
の
志
を
持
ち
、
自
ら
の
人
生
の
充
実

と
、
職
務
に
対
す
る
責
任
と
を
両
立
す
る
た
め
の
改
革
宣

言
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
風
通
し
の
良
い
職
場
、
支
え
合

う
信
頼
関
係
、
そ
し
て
高
い
志
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
不

幸
な
事
案
や
不
祥
事
を
な
く
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
、
改
め
て
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
は
当
然
の
こ
と
と

し
、
ブ
ラ
ッ
ク
で
は
な
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
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